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はじめに 
 

公益社団法人広島県専修学校各種学校連盟は、平成２７年度に初め

て文部科学省委託事業「専修学校留学生就職アシスト事業」の採択を

受け、『広島県内の専修学校への留学に係る入口から出口までの体系

的な支援の取り組みを行う』というテーマで「広島県専修学校留学生

就職アシスト事業」として、留学生に対する総合的な支援への取り組

みを行いました。 

「留学に係る入口」としては、広島県の主催による「タイにおける

広島県海外共同リクルーティング」に３校が参加し、留学生募集活動

を行いました。 

また、留学生への直接支援としては、日本語を含む７か国語での情

報誌の制作や、ホームページの留学生向け案内を制作し、「留学に係

る出口」として、広島県・広島県留学生活躍支援センター・広島労働

局との共催による、「留学生と企業のためのジョブフェア・オン・キ

ャンパス」を３会場で実施し、就職に向け、留学生と企業双方の理解

を深めました。 

さらに、留学生事業ですでに一定の成果を出されている、大阪府専

修学校各種学校連合会の留学生委員会 委員長である学校法人エール

学園 理事長 長谷川惠一先生にご講演いただくことにより、専修学

校教職員の留学生に対する取り組みについて理解を深めました。 

これらの事業の推進にあたっては、会員校の参加協力だけではなく、

広島県や広島県留学生活躍支援センターをはじめとする行政機関、経

済・産業界の方々などのご協力を賜りました。  

本年度は「広島県専修学校留学生就職アシスト事業」を終えますが、

実施に関する多くの課題が残されたことから、今回で学びえたノウハ

ウと課題の検討に取り組み、次年度に活かしていきたいと思っており

ます。 

 

平成２８年３月 

 

平成２７年度文部科学省委託事業  

広島県専修学校留学生就職アシスト事業  

実施委員会  

  委員長  永  見   憲  吾  
（公益社団法人  広島県専修学校各種学校連盟  会長）  
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１ 事業の概要 

 

外国人留学生に対する、広島県の専修学校への留学の動機付け及び

入学支援から始めて、地元産業界と連携した就職支援体制を整備する

ことにより、広島県内の専修学校への留学に係る入口から出口までの

体系的な支援の取り組みを行った。 

「留学に係る入口」としては、広島県の主催による「タイにおける

広島県海外共同リクルーティング」に３校が参加し、留学生募集活動

を行った。 

外国人留学生の専修学校への入学支援としては、多言語（日本語、

英語、中国語（簡体と繁体の２種）、韓国語、タイ語、ベトナム語の７

か国）による専修学校案内情報誌の制作・配布を行い、その情報誌の

ＷＥＢ媒体での紹介、また、学校の実習状況を動画で紹介した。  

就職支援として、広島県・広島県留学生活躍支援センター・広島労

働局との共催による、就職活動セミナーや採用企業合同説明会、留学

生と企業の交流会を一括開催する「留学生と企業のためのジョブフェ

ア・オン・キャンパス」を３会場で実施し、留学生と企業双方の理解

を深めた。 

また、留学生の受け入れ環境整備として、専修学校教職員に対する

セミナーを実施し、留学生事業で一定の成果を出されている、大阪府

専修学校各種学校連合会の留学生委員会  委員長である学校法人エー

ル学園 理事長  長谷川惠一先生にご講演いただくことにより、専修

学校教職員の留学生に対する取り組みについて理解を深め、正しい知

識を共有できるようその体制を整えた。 

 

事業の具体的な実施内容を次ページに４項目に分けて記載する。  
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２ 事業の実施内容 

 

１ 海外での留学生リクルーティング活動 

広島県との連携により、タイでの広島県海外共同リクルーティング

（広島県留学フェア及び現地日本語学校等の個別訪問）に参加し、リ

クルーティング活動を行った。 

 

２ 外国人留学希望者のための情報提供の整備 

「留学生を積極的に受け入れる」という基本的な考え方を持つ専修

学校の分野別紹介ページのほか、広島県の留学環境の情報、ならびに

広島県の「オンリーワン・ナンバーワン企業」の紹介等、総合的な情

報提供を日本語、英語、中国語（簡体と繁体の２種）、韓国語、タイ語、

ベトナム語の７か国語で制作し、在日本の外国公館及び地元海外交流

関係団体等に配布した。 

また、ＷＥＢサイトには、上記情報誌の掲載と学校の実習風景等の

動画を掲載した。 

 

３ 留学生のための就職支援 

広島県・広島県留学生活躍支援センター・広島労働局との共催によ

る、「就職活動セミナー」や「採用企業合同説明会」、「留学生と企業の

交流会」を一括開催する『留学生と企業のためのジョブフェア・オン・

キャンパス』を、広島・東広島・福山の３会場で実施し、留学生と企

業双方の理解を深めた。  

 

４ 専修学校外国人留学生受入担当者セミナーの開催 

留学生の受け入れ環境整備として、専修学校教職員に対するセミナ

ーを実施し、留学生事業で一定の成果を出されている、大阪府専修学

校各種学校連合会の留学生委員会  委員長である学校法人エール学園 

理事長 長谷川惠一先生にご講演いただくことにより、専修学校教職

員の留学生に対する取り組みについて理解を深め、正しい知識を共有

できるようその体制を整えた。 
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３ 事業の実施体制 

 

実施委員会委員  

氏  名  所 属・職 名  役割等  

永見  憲吾  広島県専修学校各種学校連盟 会長  委員長  

坂本  登美子  広島工業大学専門学校  副校長  副委員長  

三田  利江子  広島県地域政策局国際課長  委 員  

安田  祥行  広島県留学生活躍支援センター  センター長  委 員  

弘兼  知典  広島商工会議所 産業振興チームリーダー  委 員  

谷田  健一  広島経済同友会 事務局長  委 員  

小谷  亮爾  小井手ファッションビューティ専門学校  校長  委 員  

今田  能之  ＩＧＬ医療福祉専門学校  事務局長  委 員  

殿納  隆義  広島ＹＭＣＡ専門学校  事務長  委 員  

森元  寛美  専門学校広島国際ビジネスカレッジ  事務長  委 員  
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４ 事業の推進体制 
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第２章 事業の実施報告 
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１ 海外での留学生リクルーティング活動 

 

タイでの広島県海外共同リクルーティング（広島県留学フェア及び

現地日本語学校等の個別訪問 11 月４日から８日まで）に、本連盟よ

り、ＩＧＬ医療福祉専門学校・広島ＹＭＣＡ専門学校・専門学校広島

国際ビジネスカレッジの３校から３名、また、永見憲吾事業実施委員

長（広島県専修学校各種学校連盟会長）がオブザーバーとして参加し

た。 

これは、広島県が、「県内大学、専修学校及び県内企業が連携し、タ

イにおいて県内の高等教育機関及び本県の留学環境、本県の就職環境

等のＰＲを行うことにより、タイから本県への留学生の受入を促進す

ることを目的」として開催したものである。  

 

 

参加者 

ＩＧＬ医療福祉専門学校       小田  聡  

広島ＹＭＣＡ専門学校        伊藤  調  

専門学校広島国際ビジネスカレッジ  森元 寛美   以上３名 

 

オブザーバー 

広島県専修学校各種学校連盟 会長 永見 憲吾  

（ＩＧＬ医療福祉専門学校  理事長）        以上１名  

 

訪問先  

11 月 5 日 J-EDUCATION 日本語学校・タイ商工会議所大学 ２校 

11 月 6 日 リエイ介護専門学校・まいにち日本語学校    ２校  

 

11 月７日 広島県留学フェア 

 

次ページよりその概要を記載する。  
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⑴ 広島県における留学生の受入状況（タイ） 
 
 

留学生の受入状況【タイ】 
 

Ｈ27.11 広島県国際課 
 

１ 留学生数の推移（平成元～27 年） 
 

        

  （単位：人） 

  平成元年 ５年 10 年 15 年 20 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 

広島県 405  680  844  1,988  2,165  2,759 2,750 2,616 2,689 2,833 3,102 

全 国 31,251  52,405  51,298  109,508  123,829  141,774 138,075 137,756 135,519 184,155 － 

※出典 上段  「広島県国際化関係資料（広島地域留学生団体支援協議会他）」 

下段 日本学生支援機構「留学生在籍調査結果」 ※各年５月１日時点の数値 

※県の数値目標は，日本学生支援機構「留学生在籍調査結果」を基準に設定。 

 

２ 国・地域別 留学生数 

 

 

 
 

［ ］内：対前年増減数 

広島県（Ｈ27 年 5 月 1 日） 全国（Ｈ26 年 5 月 1 日） 

 国・地域 人数（人） 構成比  国・地域 人数（人） 構成比 

１ 中国 1,619［▲61］ 52.2% １ 中国 94,399［ ▲3,476］ 51.3% 

２ ﾍﾞﾄﾅﾑ  827［＋321］ 26.7% ２ ﾍﾞﾄﾅﾑ 26,439［＋12,640］ 14.4% 

３ 韓国   109［  ▲7］ 3.5% ３ 韓国 15,777［ ▲1,506］ 8.6% 

４ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ    84［  ▲2］ 2.7% ４ ﾈﾊﾟｰﾙ 10,448［ ＋4,641］ 5.7% 

５ ﾀｲ    51［  ▲3］ 1.6% ５ 台湾 6,231［   ＋571］ 3.4% 

６ ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ    39［ ＋11］ 1.3% ６ ﾀｲ 3,250［   ＋374］ 1.8% 

７ ﾏﾚｰｼｱ    35［  ▲2］ 1.1% ７ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 3,188［   ＋401］ 1.7% 

８ ﾈﾊﾟｰﾙ    33［ ▲20］ 1.1% ８ ﾏﾚｰｼｱ 2,475［    ＋97］ 1.3% 

９     台湾    28［  ＋9］ 0.9% ９ ｱﾒﾘｶ 2,152［   ▲123］ 1.2% 

10 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ    24［  ▲2］ 0.8% 10 ﾐｬﾝﾏｰ 1,935［   ＋337］ 1.1% 

－ 
その他 

（57 カ国・地域） 
  253［ ＋25］ 8.1% － その他 17,861［ ＋2,054］ 9.7% 

合   計 3,102［＋269］  合   計  184,155［＋16,010］ 100.0% 

※ 日本学生支援機構「留学生在籍調査結果」及び広島県留学生活躍支援センター資料に基づき作成 

◆ 本県の留学生数は，平成 2７年 5 月 1 日時点で，3,10２人。【対前年比 269 人増】        

《大学 1,978 人【前年比 3 人増】，短大・高等専門学校 36 人【前年比 12 人増】，専修学校 1,088 人【前年比 254 人増】                    

※広島県留学生活躍支援センター調べ  

◆ 平成 10～15 年の５年間の増加が顕著（２倍以上増加）。※Ｈ12 年留学生入国・在留審査の簡素化  

◆ 本県の推移は，全国の推移とほぼ同様。 

◆ タイからの留学生数は，広島県で第５位，全国で第 6 位である。 
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３ 国・地域別留学生数の推移（平成 20～27 年 ※上位５か国） 

  

 

※ 日本学生支援機構「留学生在籍調査結果」及び広島県留学生活躍支援センター資料に基づき作成 

 

４ タイ人留学生の県内大学等の在籍状況（平成 27 年５月１日現在） 

 

順位 大 学 
平成 23 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

人 人 人 人 ％ 

１ 広島大学      １８ ２２ ３５ ３３ 64.7% 

２ 
ヒューマンウェルフェア
専門学校 

０ ７ １０ ９ 17.6% 

３ 
福山ＹＭＣＡ国際ビジネ
ス専門学校 

０ １ ０ ３ 5.9% 

４ 広島女学院大学 １ ０ ０ ２ 3.9% 

５ 広島ＹＭＣＡ専門学校 ３ ２ ５ ２ 3.9% 

６ 三原国際外語学院 ０ １ ３ １ 2.0% 

７ 広島国際ビジネスカレッジ ０ ０ ０ １ 2.0% 

－ エリザベト音楽大学 ０ ２ １ ０ 0.0% 

－ 海上保安大学校 １ ０ ０ ０ 0.0% 

 県立広島大学 １ ０ ０ ０ 0.0% 

合 計（２大学・３専門学校） ２４ ３５ ５４ ５１ 100.0% 

※広島県留学生活躍支援センター資料に基づき作成。 

 

平成 20 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

中  国 
広島県 1,497 69.1 1,924 73.5 1,819 67.6 1,680 59.3 1,619 52.2 

全 国 72,766  58.8  86,324 62.7 81,884 60.4 94,399 51.3   

ﾍ ﾞ ﾄ ﾅ ﾑ 
広島県 82 3.8 148 5.7 284 10.6 506 17.9 827 26.7 

全 国 2,873 2.3 4,373 3.2 6,290 4.6 26,439 14.4   

韓  国 
広島県 135 6.2 105 4.0 111 4.1 116 4.1 109 3.5 

全 国 18,862 15.2  16,651 12.1 15,304 11.3 15,777 8.6   

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 
広島県 58 2.7 78 3.0 84 3.1 86 3.0 84 2.7 

全 国 1,791 1.4  2,276 1.7 2,410 1.8 3,188 1.7   

タ  イ 
広島県 17 0.8 28 1.1 35 1.3 54 1.9 51 1.6 

全 国 2,203 1.8 2,167 1.6 2,383 1.8 3,250 1.8   

そ の 他 
広島県 376 17.4 333 12.7 356 13.2 391 13.8 412 13.3 

全 国 25,334 20.5 25,965 18.8 25,901 19.1 41,102 22.2   

合 計 
広島県 2,165  2,616  2,689  2,833  3,102  

全 国 123,829  137,756   135,519  184,155    

◆ タイからの留学生数は，このところ増加傾向にある。  

 

（人） 

◆ タイからの留学生数は，このところ広島大学及び日本語学校で増加傾向にある。 

 



- 15 - 

 

⑵ タイにおける広島県海外共同リクルーティングについて 

 

タイにおける広島県海外共同リクルーティングについて 

27.10.16 国際課 

１ 目 的 
県内大学，専修学校（以下，「県内大学等」という。）が連携し，タイにおいて県

内の高等教育機関及び本県の留学環境，本県の就職環境等のＰＲを行うことにより，
タイから本県への留学生の受入を促進する。 

 
２ 実施期間 

平成 27年 11月５日（木）～11月７日（土） 

日   程 宿  泊 

11月４日（水） 福岡空港発 → バンコク着 バンコク 

11月５日（木） 広島県共同リクルーティング（午前・午後） バンコク 

11月６日（金） 広島県共同リクルーティング（午前・午後） バンコク 

11月７日（土） 広島県留学フェア（10:00～16:00） バンコク 

11月８日（日） バンコク発 → 福岡空港着 ― 

 
３ 参加機関 

大  学 専修学校，日本語学校 

広島大学 

県立広島大学 

広島市立大学 

エリザベト音楽大学 

IGL 医療福祉専門学校 

専門学校広島国際ビジネスカレッジ 

広島 YMCA 専門学校 

   

４ 事業内容 

○広島県留学フェア 
（1）日時 平成 27年 11月７日（土）10：00～16：00 
（2）場所 Grande Centre Point Hotel Terminal21 

2,88 Sukhumvit Soi 19(Wattana) Sukhumvit Rd.,Klongtoey Nua,Wattana,Bangkok 10110 

Thailand 

（3）ＰＲ内容 
・全体説明会 
①広島県代表挨拶，②DVD広島県大学案内（英語）， 
③広島に留学している学生の体験談発表 
④個別ブースでの県内大学等によるＰＲ 
⑤広島県産品記念品大抽選会 

 

○リクルーティング 
日本語担当教師や国際交流担当職員等と意見交換を行い，当該大学等から日本への

留学の現状，課題を把握し，本県への留学促進に向けた助言をいただくとともに，今
後の関係構築を図る。 
なお，学生に直接 PRできる場合は，広島県の留学環境や大学等の紹介を行い留学促

進を図る。 
（1）日時 平成 27年 11月５日（木）～11月６日（金） 
（2）希望訪問先機関 
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2015年 12月 3日 

ＩＧＬ医療福祉専門学校 

小田  聡 

 

タイ広島県海外共同リクルーティング活動報告書 

 

11月 4日（水） 

移動 広島⇒福岡   福岡 11：40  TG0649 ⇒ バンコク 15：40 

 

11月 5日（木） 

10：00 J-EDUCATION日本語学校 訪問  

・代表者長谷川氏により 17年前から営業。 

・営業内容は、日本語学校・日本留学エージェント・人材紹介業・日本留学フェアや JAPAN EXPO

の開催など。 

・留学フェアは参加者 2,000人規模から、3日間で 75,000人を集める JAPAN EXPOまで開催。 

⇒JAPAN EXPOには、留学フェアとして日本の学校が 40校、ジョブフェアとして日系 60社が参加。 

・同社からの日本留学の内訳（2015年の見込み） 

 長期留学：334名、短期留学：197名、体験 TRIP37名の計 568名。 

 99%が大卒、基本日本語留学。日本語留学後の進路は、専門学校進学、就職、大学院とのこと。 

・在日タイ人留学生は 3,250名、うち日本語学校の在籍者数は 600名。 

・タイ人の留学先は、中国、アメリカ、イギリスが上位で欧米はステイタス。流行りとしては韓国

が増加。 

・タイでの留学生募集の良い点 

 日本好きが多い、書類の偽造などはない、バンコクに一極集中しているのでやりやすい。 

・難しい点 

 勉強する学生しか行かない、欧米人気が強い、日系企業の存在感の薄さ⇔あこがれの存在ではな  

い。 

⇒日本語留学の留学先は東京・大阪に集中。介護留学はバンコクでのニーズは低いと思われるが、

介護コースの制度資料をタイ語に翻訳して送付し、紹介してもらう。 
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13：00 タイ商工会議所大学・ラタキット日本語学科長訪問 

・7学部、20,000人の学生を擁する私立大学、環太平洋大学とは 4年半の交流。 

・日本語学科は 1学年 80～100名、卒業率は 50%程度、卒業時 N3、一部 N2。留学率は 10%ぐらい。 

・山口銀行の留学支援プログラムで下関市立大に留学生を送っている。 

・タイ人の広島の認知度は、東京・大阪・京都・北海道についで 5位。 

・タイの大学の学費 私立：年間 42万円程度、国立：同 16万円程度。 

・日本語学科生の日本語の興味はアニメ、ゲームなど。留学先も東京のそのような専門学校なども

多い。 

⇒この大学からの広島の日本語学科等への日本語留学ニーズは想定しづらい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 6日（金） 

10：00 リエイ介護専門学校訪問 

あいおいニッセイ同和損保・池内氏の紹介により訪問。平井様と面談 

・日本の株式会社リエイの現地法人。 

・同社は 1980年創業で企業・法人福利厚生サービス事業・フードサービス事業・介護総合サービ

ス事業と海外事業を行っており、年商 119億、従業員 3,355名。 

・タイには 5年前に進出し、当初 3年間はリサーチを行った。 

・2014年開設、一期生 20名、二期生 5名で 6ヶ月教育。看護助手（ナースエイド）を育成。 

・タイは介護職の資格はないため、看護師が高齢者のケアも行う。看護助手は一段階低い資格で、

同社がタイのパートナー企業・サハグループ（財閥企業）と企画している、訪問介護事業の担い

手として育成に取り組んでいるとのこと。 

・学校と訪問介護事業所が併設されており、隣接施設にホテルがあるが、当初予定と異なり、サハ

グループの意向で急遽ホテルになるなど、連携の難しさも覗わせた。 

・2年前にタイトップ 3の私立サニティベイト病院が日本のリタイア者を受け入れる目的で介護施

設を計画したが撤退。理由は、日本の介護保険の対象にならないことと、一ヶ月の 24時間ケア

の費用が 30万円の設定であったため、その額ならハワイに移住するためとのこと。 

・日本に住んでいる欧米人が治療目的でバンコクに来る⇒日本には、英語で対応できる病院がほぼ

ないため：聖路加病院の患者の外国人比率が日本最多の 2%。 
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・タイの制度である「看護助手」の学校なので、教師はタイ人。教科書は自前で制作。 

・サニティベイト病院のドクターは、欧米に勉強に行くが、日本に行くことはない。 

・日本の認識は、「介護器具は一番」。この点を日本に学ぶことはあるが、医療技術を学ぶ姿勢はな 

い。 

・タイ人気質は、「きれいで楽な仕事がしたい」。 

・タイ人の価値観：サバイサバイ＝気分が良い。マイサバイ＝気分よくない、は、仕事を変わる理

由になる。転職は悪いことではなく、経験を積むこと。 

 

⇒介護職で、日本で働きたい、という層がいるとすれば、タイの地方出身者で、お金を稼ぐために

日本で働きたい、という層になるか？ 

 

14：00 G-Yu Creative Co., Ltd 訪問 

・まいにち日本学校をバンコクで運営。日本留学エージェント。新宿日本語学校がメイン。年間留

学者数：日本語学校 300名、他 50名。長期留学 150名、短期体験 200名。 

・まいにち日本語学校の学生のうち、90%が何らかの形で日本に一ヶ月の短期留学を行っている。

15名ぐらいでグルーピング。冬場はスノーキャンプなども実施。 

・ヒューマンアカデミーとタイアップして、日本語教師養成講座受講者のインターンシップの受け

入れも行っている。⇒日本語教師の供給策。月給約 80,000円、住居費 14,000 円、交通費 3,500

円、往復の航空券支給の条件で、来年 4月から開始。 

・毎年 2月に、JAPAN EXPO を開催、20万人を動員。AKB48の一員をゲストで招聘などしている。 

⇒5日に伺った、J-EDUCATION日本語学校と、日本語留学者を二分している様子。カルチャー面を

クローズアップした大規模なフェアのなかでの留学フェアによる募集を通して、広島への日本語

留学は簡単ではないようである。 
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11月 7日（土） 

10：00～15：00 広島県留学フェア 

・全来場者 279名、IGLブースへは 22名来場。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上右：IGL担当通訳は、広大交換留学経験者。大学卒業後は京大の大学院へ進学希望とのこと。 

下左：広島県による留学ガイダンス、下右：出展者の紹介 

 

・ブース来場者は、バンコクの有力大の日本語学科生などが中心。 

・奨学金による留学への意識は高い。この理由としては、「奨学金を受けながら留学することはか

っこいい」という意識があるとのこと。 

・奨学金制度を含め介護に対する興味をもつ学生も、2～3名程度おり、留学エージェントで得た情

報・印象と異なる面もあった。 

・その他、留学を希望する理由として、「日本が大好き、日本で仕事をして家を買いたい」や、「IGL

にはタイ人留学生がまだいないなら、初めてのタイ人として面白いと感じる」など、これまでエ

ージェント等からの情報と趣を異にする情報もあった。 

  

11月 8日（日） 

移動 バンコク 1：00  TG0648 ⇒ 福岡 8：00  福岡 ⇒広島 
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【総括】 

タイの留学ニーズは台湾と似たところがあり、現状当校に留学している学生のニーズとは大きく

異なるものであった。 

タイは特に製造業の日系企業の東南アジアにおける拠点となっているものの、日系企業へのあこ

がれや関心は薄いようで、ドラマ・タレントなどのイメージ戦略を通して韓国に対する関心が高い

とのことである。日系企業への関心の薄さは、賃金体系や企業文化によるものも大きいようで、「サ

バイサバイ」ではない、という見方があるようだ。 

タイに 4年間の留学経験のある、広島市立大の小柳先生によると、タイには見えないカーストが

厳然とあり、さらに、相続税と固定資産税がないことから、富裕層はより富裕層であり続け、格差

と不満などは存在するとのこと。 

バンコクは台北のような雰囲気のある発展した都市であったが、少し郊外に行くと、ベトナムに

似た雰囲気の街並みになる。今回専門学校チームの訪問先のアレンジでお世話になったもみじ銀行

バンコク駐在員の迫田氏によると、やはり地方は貧しく、バンコクに出稼ぎに来る人も多いとのこ

と。 

当校へのタイからの留学を考える時に、競争力のあるカテゴリーは、そのようなエリアの看護の

専門教育を受けた学生が、日本での就労を見越しての奨学金を伴う日本語・介護の留学、というこ

とになろうかと思われる。サービス業における接客態度は非常に質が高く、ホスピタリティを感じ

るものであり、介護の仕事に生かされる国民性を感じた。 

しかしながら、リエイさんで聞いた、介護職の認識、タイ人の職業観からすると、そのようなニ

ーズもあるかどうか、よくよく調査する必要がある。 

一方で、現状の当校への多くの留学ニーズも、母国の経済発展等々により様変わりすることは間

違いなく、現在グループで進めている介護の外国人材育成・就労支援の総合的な事業のなかでの、

留学生受け入れの位置づけを鮮明にして行き、対象国・ターゲット層などを明確にしていくことが

必要であろう。 

以上 
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2015年 11月 24日 

広島ＹＭＣＡ専門学校 

伊藤  調 

 

タイ広島県海外共同リクルーティング活動報告書 

 

1. 学校訪問 

（1）J-EDUCATION （11月 5日 10：00～12：00 訪問） 

 代表取締役の長谷川卓生様より J-EDUCATION及びタイでの日本留学について説明。 

・中間層が増加し、経済的に留学できる学生が増えてきている。 

・留学先は中国や欧米の人気が高い。逆に以前より日本留学の魅力が薄らいでいる。 

 （日本経済との格差の減少・ドラマや音楽での韓国の台頭など） 

・製造拠点として労働力を提供する立場から脱却し、独自で開発したものを製造することが可能な

付加価値のある企業を創ることをタイ政府主導で行おうとしている。多様な人材の育成が必要。 

・J-EDUCATIONから日本へ留学する学生は増加傾向にある。 

・2016年 2月 12～14日に Japan Expo in Thailand 2016を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）タイ商工会議所大学 （11月 5日 14：00～15：30 訪問） 

 人文学部日本語学科長のラタキット様より日本語科の説明。 

・毎年 80～100名の新入生が入学するが、卒業できるのは 25～30名。 

・卒業後は 3～4ヶ月の準備期間を経て、就職活動をする学生が大半。 

・日本語科への志望理由は、アニメや漫画、ゲームの中の日本語を読むため。 

・山口銀行の支援による下関市立大学や、岩手大学へ留学する学生もいる。 
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（3）リエイ介護専門学校 （11月 6日 11：00～12：30 訪問） 

 ㈱リエイの平井智様より説明。 

・開校 1年で、1期生は 20名、2期生は 5名。 

・主にタイ人の介護をする人材を育成中。 

・日本留学は将来的な目標段階。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）まいにち日本語学校 （11月 6日 14：30～16：00 訪問） 

 まいにち日本語学校のパティパーン様より説明。 

・日本語学校を運営。在籍者数は 300名。分校には 60名在籍。 

・東京、京都、大阪などに留学生を送っているが、広島へ送った実績はない。 

・富裕層や中間所得層の中から日本留学希望者は増加している。 

・2016年 1月 22～24日に Japan Expo in Thailand 2016を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 留学フェア 

・会場への入場者数は 287名。 

・大学や大学院を志望する学生、日本留学を志望する学生、将来を見据えた中学生など、参加者は

様々。 

・親と同伴で来場する学生が多かった。 

・質問内容は、住居・奨学金や学費・クラスのレベルや人数・タイ人留学生の割合や人数など。 

・3～6ヶ月の短期留学を考えている学生もいた。 
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 全体的に、タイの学生は日本に好意的であった。また、広島は旅行で訪問した経験のある学生が

存在し、知名度は低くはなかった。しかし、日本留学は選択肢の一つであり、絶対的な選択ではな

い。タイの経済的な発展やタイの人たちの気質などを考慮しながら、今後とも広島での学習環境の

良さ（大都市と比較しての物価の安さ、安定した気候、都市部と自然の近さ、留学生受け入れの大

学の多さ等）を継続的にアピールしていくことが大切であると感じた。 

学校訪問においては、2日間で 4校訪問は少なすぎた。バンコクの交通渋滞を考慮したとしても、

1 日に 3～4 校は訪問したかった。また、訪問先の情報は出国前に個人的に調べたホームページか

らのものだけで、どのような学校なのかが具体的にわからない状態での訪問となってしまった。リ

クルーティングに参加する学校が事前に集まり、訪問校決定などの準備をする必要があったかもし

れない。 

留学フェアは、思った以上の集客であった。日本留学を真剣に考え熱意のある質問をする大学生、

両親に連れられて来場した高校生、将来の日本留学を選択肢に持つ中学生、様々な来場者に接する

ことができた。広島の広報は受付で資料が配られたのみで、結局は各大学・学校のアピールのみと

なったような感があった。 

最後に、今回の共同リクルーティングに参加して、タイからの留学生数を飛躍的に伸ばすことは

困難であると感じた。その理由は、以下の 3点である。 

①日本とタイとの経済的格差の減少（中国経済との結びつきを重視） 

②タイ国内の大学の充実（教育水準の上昇） 

③1％以下の失業率（就職に対する安心感） 

この状況の中でも留学フェアに参加したのは日本に興味がある学生や日本と関係がある学生であ

った。日本のアニメや日本への旅行に興味を持つ学生の多くは短期的に日本語を学ぶことを希望し

ている。また、具体的な目的を持ち日本の技術や文化を学ぼうとする学生は、日本の大学や大学院

進学を希望している。専門学校の認知度が低いと思われる現状では専門学校への直接入学や日本語

学校を経て専門課程への進学は厳しいと感じた。ただ、留学フェアにおいて一人の学生が現場で働

きながら建築を学びたいと相談したため、専門学校を紹介したケースもあった。タイ国内での中間

所得層増加による海外留学への経済的障害減少という追い風となる要素もある。日本留学志望の学

生を受け入れるために、直接入学を受け入れている専門学校がリクルーティングに参加するなど、

短期間で専門知識を得られる特性をアピールし、専門学校が学生たちの進路選択の一つとなるよう

な更なる広報を行う必要がある。 

                                                                                                         

                                                               

                      

                      

 

右側手前より YMCA・国際ビジネスカレッジ・IGLのブース 
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2015年 11月 16日 

専門学校広島国際ビジネスカレッジ 

森元 寛美 

 

タイ広島県海外共同リクルーティング活動報告書 

 

●1日目 2015年 11月 5日（木） 

☆訪問先：J.Education Asok支店   

○長谷川 卓生氏から説明を受ける 

日本留学エージェント、人材派遣業務及び日本語学校 （1999年～） 

在学生数：369人（平均年齢 22歳、99％大学卒生） 

送り出し実績：2002年スタート時 21名 

        2015年 334名 

現在日本全体タイ人留学生 3250 人、うち日本語学校在籍 600 人（よって半数がここの

学生） 

 

〈留学生〉 

・留学先 TOP3 １位：中国 ２位：アメリカ ３位：イギリス 

・留学希望者：高校生から社会人・大学生にシフト 

・サブカルチャー・コスメ等 日本から韓流にシフト 

・富裕層と学歴は比例している 

・帰国希望、日本国内にあまり長く居たがらない 

 

〈日本語学習の動機〉 

・旅行が好き ・アニメ、マンガ、歌手 ・留学 ・伝統文化 ・日系企業就職等 

 

〈学生募集の方法〉 

・大規模イベントでの登録者（1,000～5,000人） 

例）28回 JAPAN EXPO開催 日本留学フェア+ジョブフェア（在日系企業 70社） 

３日間で 75,000人来場、内留学希望 5,000人 

・日本語学校 

・高校・大学での留学・進学フェア 

・FACEBOOK等 SNS 
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〈学生募集する上での良い点〉 

・まじめな人が多い（学業目的の人）、邪な考えの人は皆無 

・日本好きが多い 

・書類の偽造などがない 

・バンコク一極集中（タイ全体の 1割） 

 

〈学生募集する上での難しい点〉 

・勉強する学生しか行かない 

・欧米人気 

・日系企業の存在感の薄さ（憧れがなくなってきている、それほど見向きもしていない、 

 生涯給料はたいして多くない、上層部は結局全て日本人で占められている 等） 

・高校卒業時の日本語能力が低い（N4でいい方） 

（※しかし７日の留学フェアでの高校生の日本語力は高かった印象を受けた） 

・親が過保護、子離れしない 

・日本の大学の知名度が低い、大学の入学手続が不透明 

・大学に行くなら奨学金（お金に困っているわけではないが、大学へ行くなら奨学金を

もらうのが当然と考えている） 

 

〈留学後、ニーズ〉 

・日系企業での就職（労働集約型）から タイ企業での独自開発 

・帰国してタイでの活躍 

・多様な人材、開発できる人材 

・高い技術力・開発力の身につく教育 

→キャリアのための留学及び日本語教育 

 

☆訪問先：タイ商工会議所大学 日本語学科 

○ラタキット レートウィサワ学科長 

タイで一番古い日本語学科 

日本語学科入学学生 80～100人  卒業時は半分 25～30人 

留学率：10％ 卒業時N3レベル 

交換留学生 下関市立大学（山口銀行支援） 

大学生はアルバイトをしない 

一般私立大学授業料 60,000～100,000バーツ、国立大学 46,000バーツ 

学歴（○○大学卒）よりも GPA（成績）重視 
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●2日目 2015年 11月 6日（金） 

☆訪問先：THAI RIEI（株式会社リエイ） 

○平井 智氏（補足説明：あいおいニッセイ同和損保 池内 紀夫氏） 

介護事業 15年 国内 45ヶ所 ケア施設（介護付有料老人ホーム、グループホーム等） 

コンサルタント事業 

タイ リエイ 開業 5年（日本人向けアパート事業は現在撤退） 

学校運営：ヘルパー（看護助手）訪問介護教育 半年のプログラム 

 2期生 5名、 4期生 20名 

講師はタイ人、日本式介護のカリキュラムは少ない、日本人講師の派遣もない 

（日本のクオリティ：やり過ぎな部分がタイで受け入れにくい） 

介護士：職種として好まれない、3Kイメージ、田舎出身、高卒向 

基本的にタイで働きたい 

サヴァイ（タイ語）＝気持ちいい、快適 

給料よりも楽をしたい、転職に悪いイメージはない、ノルマ・プレッシャーに弱い 

タイのドクター：日本の世界最先端部分は介護機器のみで、医療行為・技術の点で学ぶ

ところはない。欧米のほうが優れているという認識 

タイ在住日本人高齢者：7～8万人、年金生活者 22～23万／月 

言葉の問題、介護施設（日系）不足、要介護状態、病気 → 日本に帰国 

タイ人高齢者：日常的にメイド付生活（メイド文化）なので介護施設には入らない 

・日本人ターゲットではなくタイ人向けの住み込み介護 25,000バーツ／月 

スタッフの教育がむずかしい：言われたこと以外しない、チームプレイをするかしな

いかは内容が好きであるかどうかが重要 

保険のニーズが少ない：富裕層と貧困層の二極（保険は本来中間層が入るもの） 

最近日本人とタイ人（中間層）の増加により徐々にニーズがでてくる 

医療のハブ化：9.11 以降 アラブ系の人が欧米での医療ビザがとれないため、東南アジ

ア（シンガポール・マレーシア・バンコク）を開拓、医療エージェント経由 

アラブ系 一族で何カ月も 

日本にいる欧米人がバンコクに治療のためにくる（受付から会計まで英語で済ますこと

ができる） 

 日本では英語通訳が少ない 

タイでの優先順位 9.11以前 １位 日本人 

          9.11以降 １位 アラブ人（桁違いの支払い） ２位 日本人 
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☆訪問先：Mainichi Academic Group ジーユークリエイティブ 

○パティパーン ウォンチャーリー氏 

日本留学事業 18年前から 

日本語学校、留学エージェント、イベント関連、エンターテイメント（日本関連） 

長期留学 150名、 短期留学 200名 

短期留学希望者多数 サマーキャンプ、スノーキャンプ、夏休み期間の 2ヶ月等 

ニーズ：日本文化体験、寮完備、N4高校生 

大規模イベント：JAPAN EXPO 20万人動員/3日間 内留学フェア 2,000人 

         1ブース 220,000バーツ/3日 

 

 

●3日目 2015年 11月 7日（土） 広島県留学フェア 

来場者：高校生、大学生、社会人、保護者 

実際に話を聞いてくれた人は 50人を超えた 

短期コース、寮、カリキュラム等の確認 

 

今回のタイ訪問での全般的な印象としては、ベトナムをはじめとする他東南アジア諸国

と違って、余裕のある層の来場が多い。もう少し中間層（もしくは貧困層）へのアピール

ができれば、地方の良さである生活のしやすさ、アルバイトの確保などの紹介ができたと

思う。 

本来であれば、経費の心配のない学業目的の学生がきてくれるのがうれしいことではあ

るのだが。 
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⑷－１ 広島県留学フェア アンケート（表 タイ語  裏 日本語） 

 
広島留学フェアアンケート 

 

今日のフェアについての感想をお書きください。 

※お帰りの際に受付にご提出ください。引き換えに粗品をお渡しします。 

 
１ 今日の留学フェアに参加して広島への留学に関心を持ちましたか？ 

□ 関心を持った      □ 関心を持たなかった 

 

２  もっと聞きたかったこと，知りたかったことがありますか？ 

□ 大学の情報         □  日本語学校の情報 

      □ 専門学校の情報         □   奨学金の情報 

□   広島での住居・生活費などの暮らしの情報  

□  広島の産業・企業の情報 

□   その他（                  ） 
 

３  本日の留学フェアに参加して良かったですか？ 

□ 良かった       □ ふつう      □ よくなかった 

 
４ 本日のフェアは何で知りましたか？ 

□ ポスター・チラシ    □Email 電子メール    □Homepage ホームページ 

□ その他（                     ） 

 

５ その他，改善点などの意見を自由に書いてください。 

 

……………………………………………………………………………………………….…………… 

……………………………………………………………………………………………….…………… 

……………………………………………………………………………………………….…………… 

………………………………………………………………………………………………….………… 

…………………………………………………………………………………………………….……… 

今後，広島県の留学に関連する情報をお届けしたいと思いますので，差支えなければ， 

お名前とメールアドレスをご記入ください。 

名前（                      ） 

Email（        @             ） 
ご協力ありがとうございました。 
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⑷－２ 広島県留学フェア アンケート集計  

 

１ 今日の留学フェアに参加して広島への留学に関心を持ちましたか？  

□ 関心を持った 196   □ 関心を持たなかった 6 

 

２  もっと聞きたかったこと，知りたかったことがありますか？  

□ 大学の情報 122    □ 日本語学校の情報 87 

□ 専門学校の情報 52   □奨学金の情報 142 

□ 広島での住居・生活費などの暮らしの情報  92  

□ 広島の産業・企業の情報 35 

□ その他 4 

 

３   本日の留学フェアに参加して良かったですか？  

□ 良かった 152   □ふつう 45   □よくなかった 1 

 

４ 本日のフェアは何で知りましたか？  

□ ポスター・チラシ 38     □ Email 電子メール 45 

□ Homepage ホームページ 55 

□ その他 98 

Facebook 38  Jeducation 10   Line 7 

学校 3     友達 3        SMS 2 

Hiroshima Univ. 1          magazine 1 

ラカバン 1   Twitter 1     先生*1） 
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２ 外国人留学希望者のための情報提供の整備 

 

⑴ 情報誌の制作・配布  

『広島で学ぶ。暮らす。はたらく。―すべてがわかる留学・就

職サポートガイド』と題して、広島県の留学環境の情報、「留学生

を積極的に受け入れる」という基本的な考え方を持つ専修学校の

紹介ページのほか、在校生と卒業生の紹介、海外に拠点を持つ広

島県の「オンリーワン・ナンバーワン企業」の紹介、広島県専修

学校各種学校連盟加盟校一覧を掲載した。  

これを日本語の他、英語、中国語（簡体と繁体の２種）、韓国語、

タイ語、ベトナム語の７か国語で制作し、在日本の外国公館及び

地元海外交流関係団体等に配布した。 

 

⑵ ＷＥＢサイトによる情報提供  

本連盟ではＷＥＢサイトで連盟加盟校の情報提供を行ってきた

が、このＷＥＢサイトに留学生向けのページを設け、上記多言語

情報誌の掲載と、学校の実習風景等の動画を掲載し、総合的な情

報提供に努めた。 

 

 次ページよりその概要を記載する。  

  ○情報誌は日本語版をページごとに掲載した。 

  ○ＷＥＢサイトについては、本連盟トップページと、留学生向け

のページトップを掲載。  

   動画については、留学生向けページの「専修学校紹介」から見

ることができるようにした。  
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「広島で学ぶ。暮らす。はたらく。」  
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「広島で暮らそう！」  
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「広島で暮らそう！」  
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「広島でいっしょに学ぼう！」  
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「広島でいっしょに学ぼう！」  
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「広島で夢をカタチにしよう !!」専修学校紹介  
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「広島で夢をカタチにしよう !!」専修学校紹介  
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「広島の技術にふれよう !!」企業紹介  
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「広島の技術にふれよう !!」企業紹介  
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「広島で夢を叶えよう !!」加盟校一覧  
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「広島で夢を叶えよう !!」加盟校一覧  
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WEB トップページ  
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ＷＥＢ留学生向けページトップ  
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３ 留学生のための就職支援 

「留学生と企業のためのジョブフェア・オン・キャンパス」を広島

県・広島県留学生活躍支援センター・広島労働局との共催で３会場で

開催した。 

来場者への便宜をはかると共に、参加企業にとっても留学生と直接

交流できるというメリットから、「留学生の就職活動セミナー」、「留学

生採用企業合同説明会」、「留学生と企業の交流会」を一括で開催した

もので、留学生と企業双方の理解を深めた。  

２月１６日（火）福山会場（福山大学）   

参加企業１３社 

留学生 ２６名（うち各種学校生３名） 

２月１８日（木）広島会場（広島修道大学）  

参加企業２０社 

         留学生 ３６名（うち専門学校生１５名） 

２月２３日（火）東広島会場（広島大学）  

参加企業２４社 

留学生 ８４名（うち専門学校生２９名） 

 

当日プログラム 午前  

『就職支援セミナー』  

・基調セミナー（就職にあたってのインターンシップの重要性）  

・就職に役立つ情報  

・留学生活躍事例（留学生ＯＢ・ＯＧによる体験発表）  

・留学生活用事例（企業の採用事例発表）  

『留学生活用セミナー』  

・基調セミナー（留学生に対する企業採用意向と活用状況）  

・就職に役立つ情報  

・留学生活躍事例（留学生ＯＢ・ＯＧによる体験発表）  

・留学生活用事例（企業の採用事例発表）  

当日プログラム 午後  

『留学生と企業の交流サロン』  

・参加者をグループ分けして意見交換会。 

「企業ブースでの説明・ＰＲ」  

 ・企業ブースの他、ハローワーク・入国管理局・広島県留学生活

躍支援センター・広島県専修学校各種学校連盟他  

 

 次ページよりその概要を記載する。  

 

 



- 45 - 

 

 

 

ジョブフェア・オン・キャンパス学生向け予告  
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ジョブフェア・オン・キャンパス企業向け案内  
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日本企業で活躍するために役立つセミナーと留学生の採用に関心がある県内企業の経営者や人事担当

者と出会うことのできるジョブフェアを開催します。 

 

【開催日・場所・内容】  平成２８(2016)年2 月16 日（火）10：00～16：00 

福山会場  福山大学 大学会館        
                   福山市学園町１番地三蔵  

 
 

【留学生向け】       【企業向け】 
10：00～12：00 
○ 就職支援セミナー             

Ａ会場：大学会館２階ＡＶホール 

 

■基調セミナー              10：00～10：50 

 株式会社エバオン  谷口 様   

■就職に役立つ情報１           10：50～11：05 

 ビジネス日本語養成研修及びＢＪＴ試験について 

■就職に役立つ情報２           11：05～11：20 

 就職支援ネットワーク  久保田 様    

■留学生活用事例             11：20～11：40 

 映クラ株式会社  安廣 様            

■留学生活躍事例１              11：40～11：50 

太洋電機産業株式会社  王 様 

■留学生活躍事例２            11：50～12：00 

神原ロジスティクス株式会社  陳 様 

10：00～12：00 
○ 留学生活用セミナー 

Ｂ会場：大学会館３階会議室１ 

 
■基調セミナー            10：00～10：50 

株式会社ディスコ キャリアリサーチ  貝沼 様 

■留学生活用事例           10：50～11：10 

映クラ株式会社  安廣 様 

■留学生活躍事例１          11：10～11：20 

太洋電機産業株式会社  王 様 

■留学生活躍事例２          11：20～11：30 

神原ロジスティクス株式会社  陳 様 

■インターンシップのすすめ      11：30～11：45 

株式会社エバオン  谷口 様 

■就職に役立つ情報          11：45～12：00 

ビジネス日本語養成研修及び 

ＢＪＴ試験（漢字能力検定協会資料）について 

12：00～13：00 昼休憩 
昼食会場：大学会館１階食堂 

外国人留学生を支援する会主催行事の案内 
13：00～16：00 留学生と企業の交流会         Ｃ会場：大学会館３階ＩＣＴ教室及び教室前ロビー 

 

○  留学生と企業の交流サロン    13：00～14：00 
グループに分かれて意見交換会 

○ 企業ブースでの説明・ＰＲ   14：00～16：00 
   ・企業ブース ・留学生支援ネットワーク・留学生ＯＢ・ＯＧ ・広島県留学生活躍支援センター ・ハローワーク福山 

 ・広島入国管理局福山出張所  ・福山市・ふくやま国際交流協会  ・ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽ日本語養成研修・ＢＪＴ試験  
  ※各会場の大学までは，当日，最寄りの駅から無料の送迎用バスがあります。（別紙の

とおり）   
【主催】 (公財)広島県留学生活躍支援センター，広島県， 

広島労働局，ハローワーク福山， 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟 

留学生と企業のための 
ジョブ フェア オン キャンパス 

ジョブフェア・オン・キャンパスプログラム 福山 
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日本企業で活躍するために役立つセミナーと留学生の採用に関心がある県内企業の経営者や人事担当

者と出会うことのできるジョブフェアを開催します。 

 

【開催日・場所・内容】  平成２８(2016)年２月１８日（木）10：00～16：00 

広島会場 広島修道大学 協創館（８号館）２・３階        
                   広島市安佐南区大塚東１－１－１ 

 
 

【留学生向け】       【企業向け】 
10：00～12：00 
○ 就職支援セミナー             

Ａ会場：協創館３階８３０３教室 

 

■基調セミナー              10：00～10：50 

 株式会社エバオン  谷口 様   

■就職に役立つ情報１           10：50～11：05 

 ビジネス日本語養成研修及びＢＪＴ試験について 

■就職に役立つ情報２           11：05～11：15 

 就職支援ネットワーク      

■留学生活用事例１            11：15～11：30 

 株式会社フレスタ  植野 様            

■留学生活用事例２              11：30～11：45 

株式会社プリンスホテル  近俊 様 

■留学生活躍事例               11：45～12：00 

株式会社アーネスト  金 様 

10：00～12：00 
○ 留学生活用セミナー 

Ｂ会場：協創館３階８３０６教室 

 
■基調セミナー              10：00～10：50 

株式会社ディスコ   杣川 様 

■留学生活用事例１            10：50～11：05 

 株式会社フレスタ  植野 様            

■留学生活用事例２              11：05～11：20 

株式会社プリンスホテル  近俊 様 

■インターンシップのすすめ        11：20～11：45 

株式会社エバオン  谷口 様 

■就職に役立つ情報            11：45～12：00 

ビジネス日本語養成研修及び 

ＢＪＴ試験（漢字能力検定協会資料）について 

12：00～13：00 昼休憩 
昼食会場：協創館２階フロア 

13：00～16：00 留学生と企業の交流会           Ｃ会場：協創館３階８３０２教室・８３０５教室 

 

○  留学生と企業の交流サロン    13：00～14：00 
グループに分かれて意見交換会 

○ 企業ブースでの説明・ＰＲ   14：00～16：00 
   ・企業ブース  ・留学生支援ネットワーク  ・留学生ＯＢ・ＯＧ  ・広島県留学生活躍支援センター   

・ハローワーク広島  ・広島入国管理局  ・ビジネス日本語養成研修・ＢＪＴ試験  
  ※各会場の大学までは，当日，最寄りの駅から無料の送迎用バスがあります。（別紙の

とおり）   
【主催】 (公財)広島県留学生活躍支援センター，広島県， 

広島労働局，ハローワーク広島， 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟 
 
 

留学生と企業のための 
ジョブ フェア オン キャンパス 

ジョブフェア・オン・キャンパスプログラム 広島 
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日本企業で活躍するために役立つセミナーと留学生の採用に関心がある県内企業の経営者や人事担当

者と出会うことのできるジョブフェアを開催します。 

 

【開催日・場所・内容】  平成２８(2016)年２月２３日（火）10：00～16：00 

広島大学東広島キャンパス 

 法学部経済学部講義棟・中央図書館・学士会館  
 
 

【留学生向け】       【企業向け】 
10：00～12：00 
○ 就職支援セミナー             

Ａ会場：法学部・経済学部講義棟１階Ｂ１５９講義室 

 

■基調セミナー              10：00～10：50 

 株式会社エバオン  谷口 様   

■就職に役立つ情報１           10：50～11：05 

 ＢＪＴ試験について（漢字能力検定協会）  新倉様 

■就職に役立つ情報２           11：05～11：20 

 一般社団法人 留学生支援ネットワーク  久保田 様      

■留学生活用事例１            11：20～11：35 

 マツダ株式会社  殿納 様            

■留学生活用事例２             11：35～11：50 

株式会社プリンスホテル  近俊 様 

■留学生就活体験談               11：50～12：00 

広島大学国際協力研究科  張 様（内定先：山九株式会社） 

10：00～12：00 
○ 留学生活用セミナー 

Ｂ会場：中央図書館１Ｆライブラリー 

 
■基調セミナー              10：00～10：50 

株式会社ディスコキャリアリサーチ  貝沼 様 

■留学生活用事例１            10：50～11：05 

 マツダ株式会社  殿納 様            

■留学生活用事例２               11：05～11：20 

株式会社プリンスホテル  近俊 様 

■留学生就活体験談               11：20～11：30 

広島大学国際協力研究科  張 様（内定先：山九株式会社） 

■インターンシップのすすめ        11：30～11：45 

株式会社エバオン  谷口 様 

■就職に役立つ情報            11：45～12：00 

ＢＪＴ試験について（漢字能力検定協会）  新倉様 

12：00～13：00 昼休憩 
昼食会場：学士会館１Ｆラ・ボエーム 

13：00～16：00 留学生と企業の交流会             Ｃ会場：学士会館２Ｆレセプションホール 

 

○  留学生と企業の交流サロン    13：00～14：00 
グループに分かれて意見交換会 

○ 企業ブースでの説明・ＰＲ   14：00～16：00 
   ・企業ブース（約２０社） ・広島県留学生活躍支援センター  ・ハローワーク広島西条 ・広島県専修学校各種学校連盟 

・広島入国管理局  ・留学生就職支援ネットワーク・留学生ＯＢ・ＯＧ  ・ビジネス日本語養成研修・ＢＪＴ試験  
  ※各会場の大学までは，当日，最寄りの駅から無料の送迎用バスがあります。（別紙の

とおり）   
【主催】 (公財)広島県留学生活躍支援センター，広島県， 

広島労働局，ハローワーク広島西条， 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟 

留学生と企業のための 
ジョブ フェア オン キャンパス 

ジョブフェア・オン・キャンパスプログラム 東広島 
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留学生向けセミナー（東広島会場） 

 

 

 
企業向けセミナー（広島会場）  

 

ジョブフェア・オン・キャンパスの様子１  
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交流サロン（福山会場）  

 

 

交流サロン（広島会場）  

 

 

ジョブフェア・オン・キャンパスの様子２  
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企業ブース（広島会場）  

 

 

 

入国管理局・ハローワーク相談コーナー  

 

ジョブフェア・オン・キャンパスの様子３  
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（回答数 66） 

アンケート集計①  

 

⑴開催情報の入手先（複数回答可） 

【留学生活躍支援センターの】  

担当職員 10   メールマガジン 10    ホームページ 11  

【所属大学・学校等の】  

担当教職員 25  案内チラシ・ポスター 10  ホームページ 7 

友人 6 

【その他（施設・紙面等）】  

会館・新聞・業界誌等 3 

「県内留学生の進路・就職活動についてのアンケート」の案内  4 

 

⑵参加動機・目的（複数回答可）   

プログラム全体に興味を持った 24 

就職支援セミナーに関心を持った 26 

留学生と企業の交流会に関心を持った 36 

大学，知人等に薦められた 2 

 

⑶留学生と企業の交流会であなたが知っていた企業数  

０ 社 6   １～５社 44  ６～10 社 8 

 

⑷交流した企業数  

２社 3  ３社 7  ４社 3  ５社 7  ６社 10 

 

⑸就職支援セミナーに参加して  

大変良かった 54  どちらともいえない 11 

 

⑹留学生と企業の交流会に参加して          

大変良かった 55  どちらともいえない 8  期待はずれだった 1 

 

⑺広島県が主催するビジネス日本語養成研修に  

 興味がある 58   興味がない 3 

 

⑻留学生就職支援ネットワークを  

 活用してみたい 60  活用する気はない 0 
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アンケート集計②  

 

⑼今後の交流会に希望する業種  

機械・電気 25   輸送機器 7  食品・化学 12  衣料・繊維 4 

  商業・貿易 37 ＩＴ関連 13    教育 18  飲食･宿泊･サービス 25 

  その他 3(医学・建設) 

 

⑽今後のジョブフェア・オン・キャンパスの開催希望時期 

 入学時 19    ２年 4    ３年 9 

  修士１年 14   修士２年 8 

修士３年 1     博士３年 1  その他 2 

 

⑾今後のジョブフェア・オン・キャンパスの開催希望曜日 

土曜日 21    日曜日 30      祝日 10   平日の夜 8 

 その他 9（平日昼 4 平日 3） 

 

⑿今後のジョブフェア・オン・キャンパスの開催希望時間 

9：00～15：00 7   10：00～16：00 38 

11：00～17：00 14    12：00～18：00  4 

13：00～18：00  7 

     

⒀今後のジョブフェア・オン・キャンパスの開催希望会場 

今年と同じ場所 50    

その他 7（広島市内/市内 2） 

 

⒁今後のジョブフェア・オン・キャンパスの希望実施内容 

・自己分析と企業分析。 

・同じ内容をしたらいいと思います。  

・面試のシミュレーション。  

・サービスの関係の会社を紹介してもらえませんか。  

・留学生活用事例を多めにしていただければと思っております。  

・留学生就職体験談の部分がもっと多い方が良いと思う。  

・自分は生物圏化学研究科の出身で，今回は志望している業界（食

品，薬品）の企業が全くないので残念です。  

・ジョブフェアに参加するのは本当に良かった。  

・もっと多くの企業と交流したいと思っています。  

・今日と同じです。もっと多くの企業と交流したいと思います。  

・模擬面接 
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（回答数 39） 

アンケート集計①  

⑴開催情報入手先（複数回答可）  

案内チラシ・留学生の採用に係るアンケート 17  メール配信 12 

会社・知人等からの紹介 9 

その他 5（中小企業家同友会より  基調依頼を頂いたため  

広島県留学生活躍支援センターよりの連絡 国際課より 2） 

  

⑵参加動機・目的（複数回答可）  

プログラム全体に興味を持った 14 

留学生活用セミナーに関心を持った 12 

留学生と企業の交流会に関心を持った 18 

 会社，知人等に薦められた 4 

 その他 4（採用 今後の採用活動につなげるため  将来のため 

初めての機会だったから） 

 

⑶貴社の外国人留学生の活用状況  

 既に採用し活用している 27 

活用を予定または検討している 7 

留学生以外の外国人材を活用している 4  

 まだ、活用までは考えていない 2 

 

⑷貴社の来年の外国人留学生の採用見込（複数回答可）  

文・理別 文系 18  理系 22  その他 7（問わない 2） 

出身国 

・地域 

アジア 

中国 16  韓国 6    台湾 5   ベトナム 8 

インド 4  インドネシア 8  フィリピン 2 

タイ 7   シンガポール 1  マレーシア 1 

ミャンマー2   

その他 4(スリランカ ネパール 問わない) 

アジア

以外 
メキシコ  ブラジル  特にこだわらない 

採用見込者数 

１名 ５社 １～２名 ２社 ３名 ２社 

５名 １社  

５名（2016 年 4 月入社予定者）１社 

１０名 ２社  若干名 １社 

特に条件なし。一般応募の中で対応  １社 

未定 １社（日本人，留学生関係なく毎年３名

程度募集予定） 
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アンケート集計②  

⑸企業向けセミナーの感想  

企画・運営 
大変良い 9   概ね良い 17    普通 4 

やや改善を要す 5  

基調講演 
大変満足 5    満足 22   不満足 3 

どちらともいえない 2 

留学生活用

事例 

大変満足 4    満足 23   不満足 2 

どちらともいえない 3 

県 内 企 業

OB・OG 

大変満足 6    満足 16   不満足 1 

どちらともいえない 3 

インターン

シップ 

大変満足 5    満足 18 

どちらともいえない 5 

就職に役立

つ情報 

大変満足 5    満足 19 

どちらともいえない 6 

感想（補足）コメント  

・企業向けセミナーでのプレゼンと学生向けプレゼンとの間隔が短

い。（一息入れたいところ）  

・時間不足。 

・基調講演―もっと詳しく聞きたかった。活用事例―もっと広く詳

しく。 

・留学生に関する基礎データを分かりやすく説明していただきまし

た。また，留学生を受け入れて成功されている業種も照会してい

ただき，参考になりました。  

・時間がもっと欲しいです。  

・メモを取りたい内容が多かったのでシアター形式ではなくスクー

ル形式にしていただきたい。  

・留学生を採用されている企業の方のお話が勉強になりました。  
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アンケート集計③  

⑹留学生と企業の交流会の感想  

交流サロンで

の意見交換 

十分出来た 9   出来た 18    余り出来なかった 9 

個別ブースで

の PR 

十分出来た 5   出来た 18    余り出来なかった 9 

どちらともいえない 1 

時間配分 長過ぎた 3     丁度良かった 20    短過ぎた 11 

どちらともいえない 1 

会場のレイア

ウト 

大変満足 3    満足 29   不満足 1 

どちらともいえない 3   

留学生の来場

数 

大変満足 2    満足 16   不満足 13 

どちらともいえない 5  

企画・運営 大変満足 3    満足 24   不満足 4 

どちらともいえない 3 

感想（補足）コメント  

・個別ブースでの応対は，来場が者多く，対応にバラツキができて

しまった。もう少し広い所で，個別プレゼン＆ Q&A という対応がで

きれば，学生への情報提供にムラなくできたと思う。  

・時間不足。 

・日本語が話せない学生さんがいたため間がもたずファシリテータ

ーの方が大変そうでした。  

・午後のコンテンツを終日でやってもらうぐらいで良いかと。理系

学生が少ない。 

・名簿に出身国・名前（カタカナ）・学部等を記入して欲しい。  

・進行をもう少しスムーズにしてもらえればよかった。  

・非常に良かった。 

・個別ブースでの前に交流サロンがあったことで，なごやかな雰囲

気で説明。ブースに訪れた方の名前等の紹介カードがあれば相手

とのコミュニケーションに役立つと感じています。  

・留学生の声が聞けて良かったです。  

・運営，おつかれさまでした。そもそも学生と言葉が通じない，な

ど募集に関してももう少し考慮していただきたかった。  
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アンケート集計④  

⑺今後の「留学生活用セミナー」開催への希望  

①実施内容 

 ・技術系の留学生中心でお願いしたい。  

・留学生との情報交換会。 

 

②開催時期(希望に○印) 

■開催月 

１月 3  ２月 13    ３月 5  ４月 3  ５月 3  ６月 2 

７月２  ８月か９月１ 10 月 2  11 月 4  12 月 2 

12 月に採用広報解禁が早まった場合（11 月）1 随時開催希望 1 

 

■曜 日 

  月曜 4 火曜 6 水曜 6 木曜 6 金曜 8 土曜１ 日曜１ 

平日 1 

 

③実施場所 

 大学 17  会議場 7 

 その他 2（どこでも  まちなかで学生・企業とも集いやすい場所） 
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４ 専修学校外国人留学生受入担当者セミナーの開催 

留学生の受け入れ環境整備として、専修学校教職員に対するセミナ

ーを実施し、留学生事業で一定の成果を出されている、大阪府専修学

校各種学校連合会の留学生委員会  委員長である学校法人エール学園 

理事長 長谷川惠一先生にご講演いただくことにより、専修学校教職

員の留学生に対する取り組みについて理解を深め、正しい知識を共有

できるようその体制を整えた。 

  

開催日時：平成２８年２月９日（火） 14：00 ～ 17：00 

 

会  場：広島ガーデンパレス  ２階 華  

 

出  席  者：１６校２４名  

広島県国際課２名  

 

講  演  

「外国人留学生の夢の実現に強力な支援を」  

学校法人 エール学園 理事長   

一般社団法人 大阪府専修学校各種学校連合会  

               留学生委員会 委員長   

長谷川 惠一 先生   
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講演の概要 

 

「外国人留学生の夢の実現に強力な支援を」  

１ 留学生の現状  

現在は生産人口の減少時代  

・対策を打たなければ２０３０年には、１３００万人生産人口が

減り、ＧＤＰも下降していく。  

・対策とは女性の活躍、高齢者の活用、外国人の活用となる。  

・これらのすべての対策を打ったとしても、ＧＤＰの減少は避け

られそうにないが、手を打たないともっと状況が悪くなる。  

 

今回のテーマはその外国人活用  

・日本の外国人人口は２１２万人（2014 年）  

・留学ビザは１８ ,４万人  

・技能実習ビザの単純労働者の来日は１３万人、今後３年から５

年に延長で増やす計画。  

 

いま日本に留学生が１８万４千人来日してきている  

・日本政府は中曽根首相時代 2003 年に留学生１０万人計画を達成、 

2020 年に３０万人の留学生を渡日させる計画。  

・留学生は中国の学生が最も多く、次いでベトナム、ネパール、

台湾、韓国の順になっており、アジアの人がほとんどである。  

・その中でもとりわけベトナムの学生が急増している。  

 

ベトナム留学生の新規入国者数  

・２０１１年   １ ,８６４人  

・２０１２年   ４ ,３７２人  

・２０１３年  １４ ,０９８人  

・２０１４年  １４ ,８６２人  

 

なぜこんなにベトナム人留学生が増えるか  

・親日国である。  

・日本の技術力に尊敬の念を持っている。  

・日本に行くとジャパンドリームを実現。  

 

多くの日系企業のベトナムへの進出も留学を後押し  

・いま中国からアセアン特にベトナムに日系企業がシフトしだし

ている。  

・日本語が喋れる学生は、普通の給与の倍となっている環境があ

る。  
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・日系企業の進出で、ベトナム人気質と日本人気質は近いと感じ

させている。   

  （留学してきている学生からも、中国人留学生との違いを感じる）  

 

専門学校と組んで優秀なベトナム人を集めるチャンス  

・中国ではもう優秀な学生はすでに米国に留学している。手遅れ

である。  

・ジャパンドリームを期待しているため、優秀な学生も大阪に来

る可能性は高い。  

・今回大阪の専門学校とベトナムのトップの国家大学との提携が

出来たので、優秀な学生を集めるチャンス。  

・今後このスキームが、ミャンマー、インドネシア、フィリピン、

タイのアセアン諸国に広がる。  

 

２ 大阪専修学校各種学校連合会の取り組み  

大阪専修学校各種学校連合会（大専各）留学生委員会の活動  

・大阪専修学校各種学校（大専各）は大阪府にある専門学校・各

種学校１８０校で構成されている団体。  

・専門学校各種学校の中で留学生を受け入れている学校で構成し

ている留学生委員会がある。  

・１校だけでの活動では弱いので、留学生の共同募集、留学生の

各種支援策を実施している。その活動として 2 つの事業を紹介

する。  

 

オール大阪で大学・専門学校・日本語教育機関の連携を  

・大阪府の事業として、大専各が中心となってオール大阪で共同

募集をベトナム、インドネシアで実施。  

・そのネットワークはいま少しづつではあるが、大阪で根付きだ

している。  

・本来大阪でネットワークができれば、東京一極集中に新たな視

点が出てくる。  

 

ベトナムのトップ大学７校・高校１校を文科省事業一環として大阪

に招聘  

１ 大阪の専門学校６校で昨年１１月にハノイとホーチミンを訪

問。大学５０校の前でＰＲ。  

２ 今年１月にベトナム８校の大学が 6 校の専門学校との連携を

図るために大阪に招聘。  

３ 専門学校 6 校の見学と各校の留学生の就職先の視察。  

４ 留学生を多く採用されている企業の視察。  
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６校のうちの大阪の２校の専門学校とホーチミンの国家大学の提携

第１号が生まれる  

１ 大阪の日本語教育を担当する大阪ＹＷＣＡ専門学校と建築技

術者を育成する修成建設専門学校が組んで、ホーチミン技術師

範大学の学生を建築関係の技術者として育成し、日本で就職さ

せる。  

２ 育成期間はホーチミン技術師範大学で日本語教育を半年、そ

の後渡日し、大阪で大阪ＹＷＣＡ専門学校で日本語を 1 年間ブ

ラッシュアップ、その後修成建設専門学校に進学２年間の建築

系の専門教育を受けた上で日本で就職する。  

 

第２番目にエール学園がハノイ貿易大学、３番目にホーチミン人文

科学社会大学と提携  

１ 日本でいう東大や一橋大学レベルのハノイ貿易大学とエール

学園が単位互換制度を活用した提携が結ばれる。  

２ ハノイ貿易大学は今までも国内のインターシップは実施して

いたが、海外のインターシップは初めてとなる。   

３ エール学園で約１年日本語教育及びインターシップ実施後日

本で就職。  

４ ハノイ貿易大学の学生のインターシップを希望される企業は

申し込みをして下さい。  

 

専門学校がベトナムトップ校と提携できた理由  

・専門学校の就職力。専門学校は大学より１０％就職率が高い  

・短期間（１年又は２年）で就職できる。そのため経費の負担が

少ない。  

・昨年１月に専門学校の就職状況を、ハノイ、ホーチミンでＰＲ。  

・今年１月に８校のベトナムトップ大学を招聘し、専門学校と日

系企業を視察。  

 

アセアンの学生の留学生の現状  

・特にベトナムの学生は急増しているが、多くの借金を抱えて訪

日している。  

・そのためアルバイトに精を出さなければならない状況で、長期

滞在する学生は欠席が目立ちだしている。  

・政府の奨学金制度は対象が少ないため、企業奨学金が求められ

る。  

 

アセアンの留学生対策を大専各で実施（職業人育成ガイド）  

・アセアンには親日国が多いので、信用を落とさないためにも、

彼らへの支援は必須。  

・５年前から専門学校でもアセアンの留学生が在籍していること
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を職業人留学生ガイドをつくってＰＲ。  

・留学生は専門学校のことをあまり知らないので、ガイドで知っ

てもらう。  

 

３ 留学生対策  

留学生対策（出前授業）  

・留学生は専門学校の中身をあまり知らないため、日本語学校に

出前授業を行い専門学校で何を学ぶかを授業を行って具体的に

説明。  

・内容をよく理解した留学生が入学してくるので、ミスマッチが

少なくなる。  

・日本語学校の教員にも専門学校の中身を理解していただく機会

となる。  

 

留学生対策（日本語学校、専門学校対象の受け入れ担当者の研修会）  

・日本語学校と専門学校との課題が共通していることが多く、両

者が連携することによって、課題が解決しやすくなる。今年は

８３名の教職員が集まる。  

・特に近年アセアンの学生が急増しているため、新しい課題が顕

著になり、研修会を開いてアイデアを出し合う場が生まれる。   

 

留学生対策（留学生採用企業交流会）  

・企業の採用担当者と専門学校の就職担当者と行政関係者との産

官学交流会を８２名のメンバーを集めて実施。  

・近年企業の海外進出、インバウンドの活性化でグローバル人材

としての留学生が求められ、交流会によって参加者が真の実態

を把握できる。  

 

 

４ 新たな挑戦  

本年大専各で新しい挑戦をする  

・介護福祉士の資格を取ると、来年の通常国会で外国人の就労が

認められそうである。  

・来年１月にベトナムの医薬系の国家大学から教員を招聘し、日

本語学校介護系の専門学校を視察してもらい、提携を進める予

定。  

 

ベトナムからレベルの高い医学大学を招聘  

・ハノイ医科大学、ハノイ医療短期大学、ファムゴッタック医学

大学の看護学部の教員を大阪に招聘。  
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・各大学の学部長級が来阪。   

 

日本側の介護福祉士専門学校が受け入れ  

・大阪の介護福祉系の専門学校１１校にこのプロジェクトへの参

画を呼び掛ける。  

・プロジェクトの説明会に６校が参画。  

・最終的にこのプロジェクトに参加したのが２校。  

 

専門学校の各分野ごとに留学生がやってくる  

・今後このスキームが成立すると、職業教育としてＩＴ、自動車

整備、デザイン、観光、建築等々の各分野ごとに大学提携を進

める。  

・就労できない分野、例えば調理師（和食が２年間のみ許可）、理

美容、医療技師が就労できるように政府に働きかけながら、ビ

ザの解禁を働きかける。  

 

 

４ エール学園の取り組み  

エール学園のインターシップは３種類  

①社会貢献型インターシップ  

②キャリアアップ型インターシップ  

③採用選考型インターシップ  

 

エール学園のインターシップとは  

■目的は日本文化理解と日本のビジネス習慣理解  

  ○短期のインターシップ     

   社会貢献型インターシップはすべて数時間から数日の単位。  

  ○長期のインターシップ  

   キャリアアップ型インターシップと採用選考型インターシッ

プは３か月単位。  

 

①社会貢献型インターシップ  

■多くの行政、団体、企業からボランティアを求められる  

  ・行政から＝落書きけし、外国人用防災マップ、小学校で外国

人生徒支援   

  ・団体から＝修学旅行生のボランティア通訳、領事館でのパス

ポート支援   

  ・企業から＝外国語ＰＯＰ，各種アンケート調査  

 

②キャリアアップ型インターシップ  

■採用見込みのないインターシップ  
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  ・キャリアアアップのために実施するインターシップ。  

  ・企業から見れば採用前提だと受けられない場合も多いため、

留学生も了解の上でキャリアアップだけのインターシップを

実施。  

 

③採用選考型インターシップ  

・採用前提でのインターシップを３か月行う。  

・企業･学生の反応を見た上で次の３か月を行うかどうかを決め  

 る。  

・２回目のインターシップが決まった場合ほとんど採用が決まる。

もし企業が納得しなかった場合別な留学生を送る。留学生が納

得しなかった場合は別な企業を紹介する。  

 

就職に効果的なインターシップ  

・このような仕組みのインターシップなので、互いに納得度の高

い就職内容となる。そのため採用選考型のインターシップで７

割の学生の雇用が決まる。  

・あと３割の学生のフォローをすればいいので、この３年間就職

率は１００％となっている。   

 

 

５ まとめ  

外国人を今後どのような観点から雇用するか  

・今日のプレゼンは留学を活用しての外国人雇用の提案をいたし

ました。  

・今後技能実習ビザでの外国人雇用が広がり模索しだしました。

愛知県の大村知事は外国人雇用特区で技能実習ビザの拡大を考

えておられる。  

・あまりにも人材不足が窮迫しているあらわれと思われる。  

・技能実習ビザはあくまでも相手国の技術支援。それを日本の国

内の人材不足に活用するのはコンセプトが違う。  

 

留学ビザと技能実習ビザとの間にビザを設けるべき  

・高度人材（留学ビザ）、中堅人材（例えば産業人材ビザ）、単純

労働人材（技能実習ビザ）  

・中堅人材＝各国の高卒大卒の学生を集めて、Ｎ４レベルまで日

本語教育を母国でし、渡日させる。１年間の日本語教育を午前

中と土曜日合わせで９００時間でＮ３にし、午後は３か月の職

業訓練と９か月の有償インターシップを行う。費用は学校と企

業と行政が協力して有償インターシップで賄うように工夫する。 
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第３章 実施事業の成果と課題 
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事業の成果と今後の課題、次年度に向けての方向性 

１ 事業の成果  

⑴ 海外での留学生リクルーティング活動  

タイでの共同リクルーティング活動を行い、現地での学校訪問、

広島県留学フェアへの参加により、広島県の専門学校の存在をアピ

ールできた。  

 

⑵ 外国人留学希望者のための情報提供の整備  

留学希望者向け情報誌を、日本語、英語、中国語（簡体と繁体の

２種）、韓国語、タイ語、ベトナム語の７か国語で制作し、配布した。  

またＷＥＢページでも上記情報誌や実習風景の動画掲載などの情

報提供を行った。  

 

⑶ 留学生のための就職支援  

留学生の就職活動セミナー」、「留学生採用企業合同説明会」、「留

学生と企業の交流会」を一括で開催『留学生と企業のためのジョブ

フェア・オン・キャンパス』を広島県・広島県留学生活躍支援セン

ター・広島労働局と共催し、３会場で開催した。 

 

⑷ 専修学校外国人留学生受入担当者セミナーの開催  

 大阪府専修学校各種学校連合会の留学生委員会  委員長である学

校法人エール学園  理事長  長谷川惠一先生にご講演いただき、専

修学校教職員の留学生に対する正しい知識を共有し、取り組みにつ

いて理解を深ることができた。 

 

２ 今後の課題  

⑴ 海外での留学生リクルーティング活動  

関係団体等や、すでに留学生を受け入れている学校からの情報提

供により、他のアセアン諸国の留学生の実情も把握する必要がある。 

 

⑵ 外国人留学希望者のための情報提供の整備  

情報誌やＷＥＢページには、留学生が知りたい衣・食・住等の、

広島で生活するうえでの情報や、資格取得情報なども掲載できてい

ないので、充実に向け内容を再検討する必要がある。  

 

⑶ 留学生のための就職支援  

「留学生と企業のためのジョブフェア・オン・キャンパス」につ

いては、当連盟単独では開催が難しい、また、参加した専門学校生
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のうち、ほとんどが日本語学科の学生であったことから、直接就職

に結びつかないのではないかという懸念もあり、次年度は再検討す

る必要がある。 

 

⑷ 専修学校外国人留学生受入担当者セミナーの開催  

 大阪だけでなく、他都府県の事例や情報も取得する必要がある。  

また、学校関係者だけでなく、学校や留学生が直接関係する入国

管理局等の行政機関への講師派遣も検討する必要がある。 

 

３ 次年度に向けての方向性  

次年度は、基本的に今年度の事業を継続し、海外でのリクルーティ

ング活動、情報誌・ＷＥＢページの充実、留学生担当者セミナーの開

催に加え、専門学校日本語学科や日本語に特化した各種種学校への「出

前授業」に取り組み、専門学校で教える技術の高さをアピールし、「広

島県内の専修学校への留学に係る入口」の充実に努めたい。  

また、広島県をはじめとする行政、経済団体、並びに広島県留学生

活躍支援センター、広島労働局とも今後も十分連携をとっていきたい。 
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